
 

学校危機メンタルサポートセンター 

第 10 回センターフォーラム実施要項 

 

１． メインテーマ：学校危機の諸相とその予防戦略を考える 

－大規模災害によって被害を受けた子どもたちへの支援を考える－ 

 

２． 趣旨 

全国共同利用施設である学校危機メンタルサポートセンターでは、平成 15 年 4 月のセン

ター設立以来、わが国における学校安全の推進を目的とした調査・研究を行い、その成果

の発信と普及啓発を図っているところであります。現在、学校危機メンタルサポートセン

ターでは、その調査・研究活動の一環として、学校危機の予防（発生の予防，進行の予防，

再発の予防）を目的とした多元的な学校安全推進システムの構築の可能性を探求している

ところです。 

そこで前回のフォーラムに引き続き「学校危機の諸相とその予防戦略を考える」をメイ

ンテーマとし、基調講演を通じて発生から 10 年を経た附属池田小学校事件による犯罪被害

の原点を振り返るとともに、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災を教訓として、

大規模災害によって被害を受けた子どもたちへの支援活動の実践と今後の学校における教

育活動の継続に向けた課題に関わる情報の共有を目的とした第 10 回センターフォーラム

を開催することといたしました。 

このフォーラムを通じて、わが国における学校安全の推進に関わる研究のさらなる発展

と、学校における安全推進活動の一層の広がりを提案したいと考えております。 

 

３． 日時 平成 24 年 3 月 2 日（金） 13：00～17：00 

   《受付は、12：00 より、学校危機メンタルサポートセンターで行います。》 

 

４． 会場 さつきホール（国際教育センター池田 2F：大阪教育大学附属高等学校池田校舎内） 

 

５． 主催 大阪教育大学 学校危機メンタルサポートセンター 

 

６． 共催 日本安全教育学会 

 

７． 後援 大阪府、大阪府教育委員会、大阪府警察本部、兵庫県教育委員会、 

（予定）大阪市教育委員会、堺市教育委員会、 

独立行政法人 日本スポーツ振興センター、 

独立行政法人 科学技術振興機構・社会技術研究開発センター、 

日本セーフティプロモーション学会 

 



【演者紹介】1964 年生まれ。2001 年 6 月 8 日に発生した大阪教育大学附属池田小学校児童

殺傷事件のご遺族の一人。事件で長女の優希さん（当時７歳）を喪い、以来、悲劇が二度と起

きないよう、2004 年より「子どもの安全を守る」をテーマに全国各地で講演活動を行う。 

また、2005 年に「精神対話士」の資格を取得され、心の悩みを抱える人々の話の聞き手とし

て、心のケアにあたるお仕事にも取り組む。 

８． 対象 

① 国・公・私立の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校

の教職員等学校関係者 

② 都道府県及び市町村教育委員会の学校安全担当者 

③ 社会技術研究開発センター研究開発プログラム「犯罪からの子どもの安全」関係者 

④ 日本安全教育学会及び日本セーフティプロモーション学会の会員 

 

９． 内容 

（１） 開会行事（13：00～13：10） 

開会あいさつ                   大阪教育大学副学長 栗林 澄夫 

 

（２） 基調講演（13：10～14：10） 

 

「子どもの安全を守る～悲劇を繰り返さないために～」 

本郷 紀宏（大阪教育大学附属池田小学校事件 犯罪被害者遺族） 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 休憩（14：10～14：30） 

 

（４） シンポジウム（14：30～16：50） 

コーディネーター 藤田 大輔（大阪教育大学教授） 

「大規模災害によって被害を受けた子どもたちへの支援について」 

 

《シンポジスト》 

・ 東日本大震災で遺児･孤児となった子どもたちへの心の支援の経験から 

   髙橋 聡美（仙台青葉学院短期大学 講師） 

・ Psychological First Aids（心の救急支援）実践の経験から 

－阪神淡路大震災、四川大地震、ハリケーン・カトリーナでの被災者支援の経験を基に－ 

  Dr. Marleen Wong（南カリフォルニア大学 教授） 

 

（５） 閉会行事（16：50～17：00） 
閉会あいさつ   大阪教育大学 学長補佐（学校安全担当） 

学校危機メンタルサポートセンター長  小山 健藏 
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１０． 参加費 

1,000 円（資料集代） 

 

１１． 参加方法 

   参加の申し込みは、学校関係者は学校ごとに、教育委員会担当者は教育委員会ごとに、

とりまとめのうえ、参加申込書を Fax によりお申し込みください。 

   受付手続き完了後、受付番号をご連絡いたしますので、センターフォーラム当日に、

会場受付にて受付番号・氏名をお申し出のうえ、参加費と引き換えに資料をお受け取り

ください。 

 

（１）申し込み期限  平成 24 年 2 月 17 日（金） 

（２）申し込み方法  別紙参加申込書による（Fax でお願いします。） 

（３）申し込み先   〒563-0026 大阪府池田市緑丘１－２－１０ 

           大阪教育大学 学校危機メンタルサポートセンター 

              第 10 回センターフォーラム係 

Tel：０７２－７５２－９９０３ Fax：０７２－７５２－９９０４ 

※ なお、会場の都合により、申し込みが会場の収容人数（約 150名）に達した場合は、受付を締め

切らせていただきますので、ご了承願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪急宝塚線「池田駅」より 徒歩約 20 分 

阪急宝塚線「池田駅」より 阪急バス約 10 分 下渋谷(シモシブタニ)バス停下車すぐ 

伊丹空港より タクシー約 15 分 


